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和装用絹織物を異素材と複合加工する空間装飾材「絹ガラス」事業
京都の和文化、和装美を象徴する絹織物からガラス製、樹脂製、シート製等のインテリア建築資材へ。伝統的繊維材料と異

質素材とを複合加工する技術高度化による「おもてなしのものづくり」
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企業概要
昭和６年に創業した和装用絹の白生地メーカーです。

生地の企画から手掛けており社内図案家によるオリジナ
ルの紋様が大きな特徴です。また国内の養蚕農家と契約
し、純国産にこだわって製造した製品は高い評価を得て
おり、皇室からもご用命を賜っています。

株式会社 伊と幸

目的、取組のきっかけ

◆和装から、絹で空間を装わせる建築資材へ
当社は絹の白生地メーカーです。和装市場が縮小してい

く中、着物をお召しにならない方にも当社の絹の美しさを
どのように伝えていくかが課題でした。そこで身を装うよ
うに「絹で空間を装う」というコンセプトが生まれ、イン
テリア製品への応用を発案しました。

しかし空間に常時置いておくとなると、水濡れや紫外線
に弱い絹の欠点を克服する必要があります。そこで2枚の
ガラスを中間膜で挟む合わせガラスの技術を用いて、透け
る絹を封入し、光に透かす美しさを演出する「絹ガラス」
を考えました。ガラスに封入することで紫外線の透過率が
大幅に軽減され、長期間の耐久性が保たれます。内装材を
始めとするインテリア製品、建築資材への応用が可能にな
りました。

◆事業確立に向けた課題―合わせガラス完成度の向上
小さなサンプルを携えて東京ビッグサイトの展示会に出

展したら、関心を持ったお客様が列をなしてブースに詰め
掛けてくれました。大きな手ごたえを感じ、「絹ガラス」
の事業化を決意しました。

しかし実際に製品を作ってみると、無数に気泡が入って
しまったり、部分的に剥離を生じたりしました。当社の絹
には刺繍紋様が施されているため生地に凹凸があります。
繊細な絹の薄地と刺繍糸の厚みとの差異が大きいのです。
そのため中間膜の樹
脂含浸が不十分で接
着が不均一となり、
空気が残ってしまう
ことが原因でした。
絹ガラス事業の確立
のためには、気泡を
解消し、接着不良を
改善することが喫緊
の課題でした。

取組内容

◆試行錯誤の開発事業
　補助事業では接着完成度を上げる試作品製作を中心とし
て開発事業に取り組みました。試作品製作は、現在提携し
ている国内３社のガラス加工工場と二人三脚で取り組みまし
た。合わせガラスの技術はすでに確立されていましたが、
薄地に厚みのある刺繍を施した絹織物の封入は前例があり
ませんでした。「こんな繊細な素材は初めて扱う」と加工
工場が口を揃えて言う中、開発事業は困難の連続でした。
　絹ガラスは、絹織物と2枚の板ガラスそれぞれの間に、
接着剤の役割をする中間膜（樹脂膜）を挟み込む５層構造
です。この５層構造に熱や圧力を与えることで中間膜の
樹脂が溶けて生地の中に浸み込み、隙間なく圧着できま
す。しかし当社の絹織物には刺繍や紋様が施されているた
め凹凸が相当あります。凹凸
によって中間膜の樹脂が溶け
ている部分や浸み込み度合い
が変わったり、空気が残って
しまうことで気泡につながっ
てしまうのです。加える熱の
温度や温度の上げ方、時間を
調整したり、中間膜の膜厚を
変更するなど、最適な加工条
件を探る試行錯誤が続きまし
た。しかも気泡のでき方は紋
様によっても異なります。
　当社は社内に紋様製作の図
案家を抱え、オリジナルの紋
様を特徴としているため、扱
う図柄も多数になります。生
地や紋様ごとに試行錯誤を繰
り返して最適な加工条件を探
るとともに、当社でもできる
だけ凹凸の少ない生地の開発
に取り組みました。

◆素材の多様化、ノウハウ確立へ

また一般的な板ガラスのフロートガラスだけでなく高透
過ガラスやアクリルへの封入実験、試作品製作も行いまし
た。フロートガラスはコストが安いですが、酸化鉄がわず
かに含まれているため、厚みがある場合に緑がかって見え
ます。そこで酸化鉄の含有が少なく透明度の高い高透過ガ
ラスで製作することで、より当社の繊細な刺繍紋様を鮮明
に見せることが可能になりました。

こうして無数の試作品を製作する中で、素材別、紋様・
生地別の最適な加工方法についての知見、ノウハウが加工
先工場に蓄積されていきました。当社でも施行場所やお客
様のご要望にあわせて、輸送コストまで考慮した最適な素
材や加工先の選定、提案ができるようになりました。

成果と今後の展開

◆絹ガラスが会社を支える柱に
今ではハイアットリージェンシー東京などのホテル、国

立京都国際会館などの公共施設のほか商業施設など様々な
場所で絹ガラスを導入いただいています。コロナ禍で新
規ホテルの案件はなくなっ
てしまいましたが、かわっ
て個人の戸建住宅や医療機
関、高齢者向け住宅やマン
ションなどから引き合いを
いただいています。和装の
売上の方がコロナ禍による
落ち込みが大きく回復も遅
れているため、絹ガラスが
会社を支える重要な柱に
育ってきました。

◆販路拡大を目指して、自動車業界への挑戦
とはいえ絹ガラスの事業規模はまだまだ和装に比べて小

さく、当社全体での貢献利益は1割ほどです。ゆくゆくは

和装用白生地、インテリア用絹ガラス、身の回りの絹製品
など当社で最終製品化したもの3種の利益比率を1：１：
１となるような商品構成を計画しています。そのためには
絹ガラスの需要を創り出し販路をさらに拡大していかなけ
ればなりません。

コロナ禍で時間ができた
ことを機に、ポリカ―ボネ
イトの熱プレス加工での絹
ガラス製作に取り組み成功
しました。ガラスに比べて
強度が格段に増すことから
新たな用途が広がり、自動
車メーカーから車の内装材
にと引き合いをいただいて
います。まだ高い安全性を求める自動車メーカーの性能要
求を満たしきれておらず実装にはいたっていませんが、将
来的に自動車業界へ供給することを目指しています。

◆絹ガラスとともに京の伝統工芸を支える
絹ガラスは金彩加工も行っていますが、留袖・訪問着な

ど着物の友禅加工の伝統工芸士の方々にご尽力いただいて
います。コロナ禍で和装の仕事が激減した中でも、技術を
応用し、用途を変えることで、当社が新たな需要を創り出
し、伝統技術を継承していければと考えています。

当社の若い社員も「絹ガラスによって絹の美しさを同世
代に伝えることができるようになり、間口が広がった」
と話してくれました。絹ガラスには大きな可能性がありま
す。当社だけでなく加工
先、販売ネットワーク、
職人さんたちなどいろい
ろなつながりの方々と新
しい需要で新しいチーム
を組んでいきたい、その
ためにも今まで培ってき
た絹の軸足はブレずにい
ろいろな用途へ展開して
いきたいと思います。

主要製品
承華縮緬（色無地用紋意匠縮緬）・天蚕訪問着・御戸代・駒無地・
駒雲井等の高級染加工用白生地
絹ガラス・絹アクリル・絹障子

主要取引先
全国の呉服専門店、㈱竹中工務店、三井デザインテック㈱、
㈱乃村工藝社、住友林業㈱
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伊と幸本社ビル

当社統一ブランド
「松岡姫」白生地

繭から国産を使用

絹ガラスのネストテーブル。今でこそ気泡
もなく美しく仕上がるようになりましたが、
製作当初はたくさんの不良品が出ました。

絹ガラスの 5 層構造

薄絹を封入した絹ガラス
（伝統の刺繍紋様）

施工例：ハイアットリージェンシー
　　　　東京（日本料理店佳香）

施工例：平安神宮会館衣裳室
　　　　（欄間）

施工例：ホテル　ヴィアイン京都駅八
　　　　条口（ベッドのヘッドボード）


